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日本赤十字社　社長

大
お お

塚
つ か

義
よ し

治
は る

東京大学法学部卒。厚生省老人保健福祉局長、
厚生労働省保険局長、厚生労働事務次官を経て、
平成16（2004）年 7 月退官。平成17（2005）
年 4 月に日本赤十字社副社長に就任し、学
校法人日本赤十字学園理事長を兼任。令和元

（2019）年 7 月より現職。

　

日
頃
か
ら
、
赤
十
字
事
業
に
格
別
の
ご
支
援
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
は
、
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
赤
十
字

と
出
会
い
、
こ
の
会
員
誌
の
創
刊
号
を
手
に
取
っ

て
く
だ
さ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

自
治
会
で
の
活
動
資
金
募
集
や
災
害
時
の
義
援

金
へ
の
協
力
、
あ
る
い
は
通
っ
て
い
た
学
校
で
の

青
少
年
赤
十
字
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、

私
は
、
皆
さ
ま
が
赤
十
字
と
出
会
っ
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
に
、
感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。

私
の
赤
十
字
と
の
出
会
い

　

私
が
、
縁
あ
っ
て
日
本
赤
十
字
社
の
仕
事
に
就

い
た
の
は
、
平
成
17（
2
0
0
5
）年
４
月
の
こ
と

で
し
た
。
そ
の
年
、
愛
知
県
で
万
国
博
覧
会「
愛
・

地
球
博
」が
開
催
さ
れ
、
日
赤
も
パ
ビ
リ
オ
ン
を

出
展
し
ま
し
た
が
、
1
0
0
以
上
は
あ
る
数
多
く

の
巨
大
な
パ
ビ
リ
オ
ン
群
の
中
で
、「
国
際
赤
十

字
・
赤
新
月
館
」は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
最
小
の
も

の
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
小
さ
な
パ
ビ
リ
オ
ン
の
評
判

が
次
第
に
口
コ
ミ
で
広
ま
り
、
日
を
追
っ
て
来
館

者
が
増
え
、
当
時
、
万
博
事
務
局
が
毎
日
公
表
し

て
い
た
、
い
わ
ば「
人
気
パ
ビ
リ
オ
ン
・
ラ
ン
キ

ン
グ
」で
、
何
度
も
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。
終

わ
っ
て
み
れ
ば
、
半
年
の
開
催
期
間
中
の
入
場
者

数
約
47
万
人
と
い
う
記
録
を
打
ち
立
て
、
最
も

人
気
の
高
い
パ
ビ
リ
オ
ン
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で

す
。

　

こ
れ
が
、
私
と
赤
十
字
と
の
衝
撃
的
と
も
言
え

る「
出
会
い
」で
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら

し
た
パ
ビ
リ
オ
ン
が
あ
る
中
で
、
華
や
か
な
要
素

な
ど
何
も
な
く
、
控
え
め
な
赤
十
字
パ
ビ
リ
オ
ン

が
、
な
ぜ
若
者
を
含
む
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
、「
苦
し
ん
で
い
る
人
々
を
見
過
ご
せ

な
い
、
手
を
差
し
伸
べ
た
い
」「
人
間
の
い
の
ち

と
健
康
、
尊
厳
を
守
る
」と
い
う
赤
十
字
の
簡
素

で
力
強
い
理
念
が
、
一
人
ひ
と
り
の
心
を
揺
さ
ぶ

り
、
人
種
や
文
化
や
地
域
を
問
わ
ず
、
時
代
を
も

月
の
横
浜
港
ク
ル
ー
ズ
船
内
へ
の
医
療
チ
ー
ム
の

派
遣
に
始
ま
り
、
現
在
に
お
い
て
も
、
全
国
の
赤

十
字
病
院
で
は
、き
わ
め
て
厳
し
い
環
境
の
下
で
、

人
々
の
命
を
守
り
、
地
域
の
医
療
を
支
え
る
た
め

に
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
日
々

奮
闘
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
血
液

事
業
も
一
刻
た
り
と
も
業
務
の
停

止
は
許
さ
れ
ず
、
日
赤
は
そ
の
責

任
を
一
身
に
担
っ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
青
少
年

赤
十
字
活
動
、
救
急
法
等
の
講
習

赤
十
字
に
対
し
て
温
か
い
励
ま
し
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
ご
支
援
い
た
だ
く
皆
さ
ま
の
存
在
で
す
。

　

時
代
の
変
化
は
ま
す
ま
す
加
速
し
、
そ
れ
に
伴

い
、
私
た
ち
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
さ
ら
に
広

が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
赤
十
字
は
、
国

民
の
皆
さ
ま
か
ら「
救
う
を
託
さ
れ
て
い
る
」団
体

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
信
念
と
し
て
、
柔
軟
な
発

想
に
立
っ
て
考
え
、
多
く
の
課
題
に
果
敢
に
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
び
、
赤
十
字
の
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ

る
皆
さ
ま
に
対
し
、
そ
の
ご
支
援
が
ど
の
よ
う
な

活
動
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
を
お
伝
え
す
る
と
と

も
に
、
皆
さ
ま
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
す
る

な
ど
、
皆
さ
ま
と
赤
十
字
を
つ
な
ぐ
も
の
を
目
指

し
、
会
員
誌「C

ross com
-BO

O
K

（
ク
ロ
ス

コ
ム
ブ
ッ
ク
）」を
創
刊
い
た
し
ま
し
た
。

　

す
で
に
赤
十
字
と
出
会
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
本
誌
が
、
ま
た
新
た
な
出
会

い
に
な
り
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

な
ど
に
つ
い
て
も
、懸
命
に
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
新
た
な
活
動
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
1
4
0
年
を
超
え
る
歴
史
を
有
す

る
日
赤
は
、
時
代
や
環
境
に
呼
応
し
て
、
現
代
ま

で
脈
々
と
そ
の
活
動
を
つ
な
い
で
き
た
の
だ
と
、

先
人
た
ち
の
地
道
で
力
強
い
努
力
を
改
め
て
実
感

さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
出
会
い
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

　

こ
う
し
た
活
動
の
礎
は
、何
と
い
い
ま
し
て
も
、

新
た
な
出
会
い
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

会
員
誌
の
創
刊
に
寄
せ
て

超
え
て
、
広
い
共
感
を
呼
ん
だ
か
ら
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

日
赤
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い

　

こ
の「
出
会
い
」か
ら
15
年
以
上
が
過
ぎ
、
世
界

は
急
速
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
も
そ
の
代
表
例
で
す
が
、
大
き
な
自
然
災
害
が

毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
、
加
え
て
昨
年
初
め
か
ら

世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威

を
振
る
い
ま
し
た
。

　

季
節
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
な
く
移
り
行
き
、

そ
れ
ぞ
れ
美
し
い
風
景
を
私
た
ち
に
見
せ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
未
知
の
感
染
症
に
よ
っ
て

こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が
命
を
失
っ
た
り
健
康
を

損
な
う
こ
と
に
な
る
と
は
、
ま
た
、
私
た
ち
の
社

会
も
日
々
の
生
活
も
急
激
な
変
容
を
迫
ら
れ
る
こ

と
に
な
ろ
う
と
は
、
と
て
も
想
像
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

こ
の
困
難
に
対
し
、
日
本
赤
十
字
社
は
、
当
初

か
ら
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
昨
年
２

日本赤十字社　社長メッセージ
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「Cross com-BOOK」とは…
赤十字をご支援くださっている方々には、これまで各都道府県支部から情報誌等を
お送りしておりましたが、このたび「会員誌」を創刊し、会員の皆さまに定期的に
お届けすることといたしました。皆さまから寄せられたご寄付がどのように社会
課題の解決につながったのか、ていねいに説明させていただきたいと考えております。

会員誌の名称「Cross com-BOOK」に込めた想い
接頭辞「com-」は、communication（情報交換）、commit（託す、引き受ける）、companion（仲間）など、
「ともに（together）」という意味を持ちます。これは、赤十字が皆さまから託された想いを胸に、
社会課題の解決を目指すという意味を表しています。

日本では毎年のように災害が起きていて不安になります。そんな中どんな所にも赤 十字のマークを背負った救護班が出動されていて本当に感謝します。勇気ある行動にいつも感動します。

非日常における最大の味方

私は日赤さんに何回も命を助けていただきました。いつも感謝して います。日赤へのmessage

地道なボランティア活動を行っているイメージ

たすけあう、つながる、ささえる

「会員誌」を創刊するにあたって実施したサンプル調査において、赤十字 へのイメージやメッセージが寄せられ、
会員誌の名称の参考にもさせていただきました。多くのご協力、ありが とうございました。一部をご紹介させていただきます。会員の皆さまからのメッセージ

シンプルで奥深い団体

日赤へのmessage

日赤の image 日赤の image

日赤の image 日赤の image
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国内感染者数推移（１日当たり）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
赤
十
字

特
集
◉
１2

0
2
0
年
１
月
16
日
、
国
内
初

の
感
染
者
の
発
表
が
あ
る
と
、
日
赤

の
動
き
は
早
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、

感
染
症
専
門
医
・
古
宮
伸
洋
が
所
属

す
る
日
赤
和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
、
感
染
防
護
服
の
補
充
、
院
内
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
、
各
科
の
体
制
見

治
療
、
災
害
救
護
…
…
、
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る

直
し
と
強
化
に
着
手
。
感
染
拡
大
に

備
え
、
１
月
下
旬
に
は
完
了
し
た
。

　

２
月
に
入
る
と
、
感
染
者
が
多
発

し
て
横
浜
港
に
入
港
し
た
大
型
ク

ル
ー
ズ
船
や
、
武
漢
市
か
ら
の
帰
国

者
の
一
時
滞
在
施
設
へ
日
赤
救
護
班

を
派
遣
。
延
べ
２
５
５
人
の
派
遣
者

か
ら
一
人
も
感
染
者
を
出
さ
ず
に
活

動
を
完
遂
さ
せ
た
。

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
感
染
予
防
に
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
被
災
地
を
支
援
。

現
地
支
部
内
に
赤
十
字
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
防
災

7/1 9/1 11/1 1/1 3/1 5/1

国内の新型コロナウイルス感染拡大状況と赤十字の取り組み

2000
人

4000
人

8000
人

5/13/1

中国武漢市からの帰国者
一時滞在施設への救護班派遣

赤十字病院18施設から派遣
派遣職員数延べ113人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
延
べ
５
0
0
人
以

上
活
動
し
た
。

　

終
わ
り
が
見
え
な
い
中
で
、
最
前

線
に
立
っ
て
感
染
者
の
治
療
に
あ
た

る
医
療
現
場
、
教
育
現
場
で
の
啓
発

…
…
。
多
岐
に
わ
た
る
活
動
は
今
も

続
い
て
い
る
。

令和2年7月豪雨災害
（熊本豪雨）での被災地支援

感染予防策に細心の注意を払って被災地支援を実施
活動人数延べ 836人

大型クルーズ船に
日赤救護班を派遣

赤十字病院28施設から派遣
派遣職員数延べ142人（救護班67人／DMAT 75人）

2020年1月15日
国内で初めて感染確認

2020年4月16日
「緊急事態宣言」全国に拡大

2020年2月3日
乗客感染のクルーズ船・横浜港に入港

2020年4月7日
７都府県に「緊急事態宣言」

2020年5月14日
39県で宣言解除

2020年5月25日
全国で宣言解除

2021年1月8日
１都３県に２回目の「緊急事態宣言」

2021年1月13日
7府県にも「緊急事態宣言」

2021年2月17日
国内でワクチン接種開始

2021年2月28日
首都圏以外の宣言解除

2021年3月21日
1都3県の宣言解除

©Atsushi Shibuya / JRCS

2021年５月変異株急増
緊急事態宣言さらに延長へ

感染力が強いとされる変異株の流行懸念、医療供給
体制に厳しい状況が続き、５月末宣言は再び延長へ

6000
人

日
本
赤
十
字
社
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
治
療
と
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
全
国
の
赤
十
字
病

院
だ
け
で
な
く
、
コ
ロ
ナ
ま
ん
延

下
で
の
災
害
救
護
な
ど
、
活
動
内

容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

2021年4月25日
４都府県で３回目の
「緊急事態宣言」

2020 2021
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
専
用
病
棟

の
古
澤
恭
子
看
護
師
長
は
、
第
１
波

の
最
中
、
初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
で
亡

く
な
ら
れ
た
患
者
さ
ん
の
お
見
送
り

の
光
景
が
頭
か
ら
離
れ
な
い
と
い
う
。

「
ご
遺
体
は
滅
菌
の
バ
イ
オ
シ
ー
ル
に

包
ま
れ
て
お
顔
も
見
え
ず
、
ご
家
族

も
会
え
な
い
。
せ
め
て
出
棺
す
る
車

を
院
外
で
見
送
れ
る
よ
う
、
車
の
出

る
時
刻
と
通
る
場
所
を
３
人
の
息
子

さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
し
た
」

“

最
期
の
と
き
に
家
族
に
会
え
な

い”

、
こ
れ
は
人
道
の
問
題
で
あ
り
、

看
護
す
る
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
大

き
な
ス
ト
レ
ス
だ
。
そ
の
後
手
を
尽

く
し
、
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
で
は
、

お
見
送
り
の
際
に
家
族
に
防
護
服
を

提
供
し
て
お
別
れ
の
機
会
を
設
け
る

よ
う
に
し
た
。
亡
く
な
る
か
も
し
れ

な
い
患
者
さ
ん
に
は
、
５
分
だ
け
で

も
家
族
が
会
え
る
体
制
を
整
え
た
。

　

一
方
、
感
染
流
行
の
第
３
波
が
到

来
し
、
市
中
感
染
が
広
が
っ
た
中
で
、

医
療
の
逼
迫
が
叫
ば
れ
て
い
た
。
だ

が
、
救
急
救
命
科
の
医
師
・
原
田
尚

重
部
長
は
、
そ
う
は
考
え
て
い
な

か
っ
た
。
１
年
た
っ
て
わ
か
っ
て

き
た
こ
と
も
多
く
、
工
夫
の
余
地
が

あ
っ
た
か
ら
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
は

﹁
人
道
﹂の
問
題
だ

新型コロナウイルス感染症の指定病院として、初期からコロナ患者の対応に当たってきた
東京の武蔵野赤十字病院。その日々は医療従事者に何を突きつけてきたのか。
第３波の最中の記録をリポートする。

コロナ病棟では病棟全体がレッドゾーンとなり、病棟内では原則として防護服とN95 マスクを着用して作業する

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

症
状
が
現
れ
て
か
ら
10
日（
重
症
者

は
20
日
）た
ち
、
か
つ
平
熱
に
な
る
な

ど
、
医
師
の
判
断
で
回
復
が
認
め
ら

れ
れ
ば
、
一
般
病
床
で
の
受
け
入
れ

が
可
能
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

東
京
都
に
は
約
10
万
床
の
ベ
ッ
ド
が

あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
患
者
を
収
容

し
て
い
な
い
そ
の
１
割
程
度
で
も
受

け
入
れ
、
う
ま
く
連
携
・
運
用
で
き

れ
ば
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
は
ま
だ
ま
だ
あ

る
は
ず
だ
、
と
原
田
部
長
は
言
う
。

「
現
場
の
医
療
従
事
者
は
医
療
崩
壊

な
ど
と
絶
対
に
言
え
な
い
し
、
言
う

べ
き
で
は
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
正
体
も
わ
か
っ
て
き
た
今
、

過
剰
に
恐
れ
る
こ
と
な
く
工
夫
を
重

ね
て
い
け
ば
、
必
ず
乗
り
切
れ
る
と

信
じ
て
い
ま
す
」

患者には高齢者が多く、必然的に介護が必要な方も

コロナ病棟最前線から

正月後から患者数が増え、長い自粛
生活の果てに入院というストレスも
あってか、ひどい暴言を投げつける
患者さんもいて、これまで使命感で
やってきたスタッフも、かなり心配
な状態です。終わりが見えない状況
で、いつ割れるかわからないガラス
の上を一歩ずつ踏みしめているよう
で、早急に心のケアが必要です。

新型コロナでは75歳以上の高齢
者、かつ基礎疾患のある方は人工
呼吸器が必要となるケースが多い
です。元々体力が落ちている方が
一度つけると、一生、外せなくなっ
てしまうリスクもあるので、人工
呼吸器を本当に望むかを毎回、確
認しますが、ご家族にとてもつら
い判断を聞くことになります…。

武蔵野赤十字病院  新型コロナウイルス専用病棟

古
ふ る

澤
さ わ

恭
きょう

子
こ

 看護師長 （取材当時）

武蔵野赤十字病院  救命救急センターHCU（高度治療室）

宮
み や

本
も と

加
か

奈
な

子
こ

 看護師長

最前線からの声  #1 最前線からの声  #2

感染症専門医の立場から
国内発生早期から、感染拡大期、まん延期を通じて

「
巧
妙
な
ウ
イ
ル
ス
だ
」。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
を
古
宮
伸
洋
医
師
は
そ
の

よ
う
に
言
う
。
感
染
の
広
が
り
や
す
さ

に
長
け
て
い
る
の
だ
。
軽
微
な
風
邪
症

状
や
無
症
状
の
状
態
で
も
感
染
す
る
。

い
か
に
早
く
兆
候
を
つ
か
み
、
広
が
り

を
抑
え
る
対
策
を
取
る
か
が
重
要
と

な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
３
密
に
な

ら
ず
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

を
保
ち
、
し
っ
か
り
マ
ス
ク
着
用
や

手
洗
い
を
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
広
が

り
の
効
率
を
低
下
さ
せ
る
。
社
会
全

体
の
取
り
組
み
で
、
こ
の
危
機
を
乗

り
越
え
て
い
け
れ
ば
、
と
考
え
る
。

横浜港に入港した大型クルーズ船に、
日赤医療救護班は延べ142人を派遣した

いち早く感染拡大に備えた日赤和歌山
医療センターの病室に立つ古宮医師

古
こ

宮
み や

伸
の ぶ

洋
ひ ろ

感染症専門医として国際
医療救援を数多く経験。
日本赤十字社和歌山医療
センター感染症内科部
長、感染管理室長
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コ
ロ
ナ
禍
で
の
各
地
の
赤
十
字
活
動

case :   1 area :   熊本 support :   ボランティア

2
0
2
0
年
７
月
、
西
日
本
か
ら

東
日
本
に
か
け
て
広
い
範
囲
を「
令
和

２
年
７
月
豪
雨
災
害
」が
襲
い
ま
し

た
。
７
月
３
〜
８
日
に
九
州
を
襲
っ

た
豪
雨
で
は
、
河
川
の
氾
濫
が
相
次

ぎ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
不
安
を
抱
え
る
中
で
、
被
害
は

九
州
全
域
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

日
赤
救
護
班
は
球
磨
川
の
氾
濫
に

よ
り
甚
大
な
被
害
の
あ
っ
た
熊
本
県
・

人
吉
市
を
中
心
に
、
発
災
直
後
の
７

月
４
日
か
ら
活
動
を
開
始
。
熊
本
県

支
部
で
は
、
同
日
支
部
内
に
赤
十
字

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

救
護
活
動
は
、
感
染
予
防
策
に
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
実
施
。
救
護
班

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
全
要
員
が
サ
ー
ジ
カ
ル
マ

ス
ク
を
着
用
、
一
人
１
つ
ず
つ
消
毒

薬
を
携
行
し
て
そ
の
都
度
手
指
を
消

毒
し
、
使
用
す
る
資
機
材
や
移
動
車

も
こ
ま
め
に
消
毒
。
ま
た
被
災
地
で

は
マ
ス
ク
・
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
・
ウ
エ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
感
染
予
防
に
有

効
な
衛
生
用
品
を
含
ん
だ
緊
急
セ
ッ

ト
の
要
望
が
高
ま
り
、
被
災
地
各
支

部
の
備
蓄
に
加
え
、
本
社
備
蓄
品
の

配
布
も
行
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
被
災
し
た
各
地
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
他
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け

入
れ
な
い
方
針
に
。
災
害
復
興
は
県

内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
肩
に
委
ね
ら
れ

ま
し
た
。
赤
十
字
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
で
は
、
支
部
で
備
蓄
し
て

い
た
救
援
物
資
の
積
み
込
み
な
ど
精

力
的
に
活
動
を
開
始
。
配
布
す
る
救

援
物
資
に
不
備
が
な
い
よ
う
に
、
仕

分
け
や
パ
ッ
キ
ン
グ
の
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
県
内
各
地
の
地
域
赤
十
字

奉
仕
団
は
、
タ
オ
ル
収
集
や
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
運
営
支

援
に
も
参
加
。
赤
十
字
飛
行
隊
熊
本

支
隊
も
被
害
の
大
き
い
事
業
所
か
ら

の
要
請
に
応
じ
て
支
援
に
駆
け
つ
け
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
発
的
な
活
動
を
展
開

し
ま
し
た
。

　

県
外
だ
け
で
な
く
町
外
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
受
け
入
れ
な
か
っ
た
あ
さ

ぎ
り
町
で
活
動
し
た
球
磨
郡
地
域
奉

仕
団
の
尾
曲
恵
子
委
員
長
は
、「
や
っ

ぱ
り
赤
十
字
奉
仕
団
で
す
か
ら
、
何

か
あ
っ
た
ら
お
助
け
し
た
い
っ
て
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
な
ん
で
す
」と
語
り

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
状
況
下
で
も

被
災
地
支
援
を
展
開

KUMAMOTO

被災地の声

熊本県

高齢者も多く、避難所では不安を抱える方も。
救護班は一人ひとりに寄り添って対応しました。

「あまりに急だった
ので、妻の遺影だけ
持って避難しました。
妻は昨年７月に亡くな
り、もうすぐ一周忌で集
まろうと予定していたのに、

こんなことになるなんて…。日赤のお医者
さんが来てくださったので、診察していた
だきました。助かりました。ありがたいです」

高
たか

橋
はし

康
やす

夫
お

さん
（仮名・86 歳）

八
代
市
地
域
奉
仕
団
は
、
ス

タ
ッ
フ
が
不
足
し
た
同
市
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
を
支
援
。「
食
中
毒
の
不
安

が
あ
る
と
行
政
か
ら
炊
き
出
し

は
止
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
困
っ

て
い
る
人
が
い
る
の
に
じ
っ
と

し
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
」

support :   地域奉仕団

救
急
奉
仕
団
の
堀
徹
男
さ
ん
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
場
所
を

巡
回
。
熱
中
症
予
防
や
応
急
手

当
に
尽
力
し
ま
し
た
。
暑
さ
の

中
、
被
災
家
屋
の
清
掃
作
業
は

過
酷
。
救
急
法
指
導
員
の
知
識

と
ス
キ
ル
を
生
か
し
、
危
険
か

ら
命
を
守
り
ま
し
た
。

support :   救急奉仕団

熊
本
県
青
年
赤
十
字
奉
仕
団
委

員
長
・
沼
川
晃
範
さ
ん
は
、
職

員
も
少
な
い
中
、
被
害
情
報
の

収
集
や
関
係
機
関
と
の
連
絡
の

サ
ポ
ー
ト
に
。
学
生
中
心
の
同

団
は
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
被

災
家
屋
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
も
参
加
し
ま
し
た
。

support :   青年奉仕団

避難所では間隔を広くしたスペースづくりにより
新型コロナウイルス感染症対策を講じた

配布する救援物資に不備がないように、救護倉
庫で手分けをしながら点検を行った

赤十字のボランティアセンターに集
まった仲間とともに、救援物資の積
み込み作業などを精力的に展開

それぞれがまずやれることを

「水がいきなり来ま
した。どんどんかさ
が増して、もう助から
ないと思って、紙にみな
さんもう最後ですと書いた
の。でも、何とか助かりま

した。今日は足がキリキリ痛かった。不安
だったけれど、お医者の先生に診てもらえ
てよかった。今夜は安心して眠れそうです」

土
つち

屋
や

イツエさん
（85 歳）

「水害が多い場所だ
から、家を建てたと
き土台を高くしていた
のに水が入ってきた。71
年人吉に住んで、こんなひ
どい水害は初めて。片付け

をしていたら長靴の中に水が入りこみ、足
に擦り傷もできて、真っ赤に腫れちゃって。
お医者さんに診ていただけて安心しました」

宮
みや

原
はら

芳
よし

子
こ

さん
（71 歳）

特
集
◉
２
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日
本
と
海
外
の
共
通
点
と
違
い
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
は
コ
ロ
ナ
の
現
状
を

踏
ま
え
、
今
で
き
る
活
動
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。
感
染
や
健
康
状
態
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
人
に
、
寄
り
添
う
こ
こ
ろ

を
持
つ
こ
と
。
誰
に
で
も
感
染
す
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、

差
別
を
な
く
す
こ
と
。
ま
た
、
S
N
S
の

間
違
っ
た
情
報
を
う
の
み
に
し
な
い
よ

case :   2 area :   北海道

HOKKAIDO

2
0
2
0
年
４
月
中
旬
、
福
祉
施
設

「
向
陽
園
」（
北
海
道
紋
別
郡
）で
、
園
外
の

病
気
治
療
か
ら
戻
っ
た
入
所
者
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
。
園
内
に
感
染
が

広
が
り
ま
し
た
。
同
園
は
、
知
的
障
害
、

発
達
障
害
の
あ
る
方
が
暮
ら
す
障
害
者

支
援
施
設
で
す
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
結
果
、
最
初
に
陽
性
が

判
明
し
た
５
人
の
う
ち
１
人
は
施
設
に

常
駐
す
る
看
護
師
で
し
た
。「
看
護
師
不

在
で
職
員
の
不
安
も
ピ
ー
ク
に
達
し
ま
し

た
。
食
事
や
排
泄
な
ど
の
生
活
支
援
は
私

た
ち
職
員
が
や
り
ま
す
か
ら
」と
語
る
の

は
工
藤
克
哉
施
設
長
。
知
的
障
害
、
発
達

障
害
の
あ
る
方
は
一
般
病
院
へ
の
入
院
が

難
し
い
た
め
、
重
症
化
し
て
い
な
い
陽
性

者
は
園
内
で
看
護
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
職
員
は
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
入

所
者
の
隣
室
に
泊
ま
り
込
ん
で
サ
ポ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
職
員
だ
け
で
看
護
を

続
け
る
の
は
徐
々
に
限
界
を
迎
え
て
い

ま
し
た
。

　

向
陽
園
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
の
一
報

を
聞
き
、
北
見
赤
十
字
病
院
の
荒
川
穣
二

院
長
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
に
あ
る〈
置
戸

赤
十
字
病
院
〉〈
小
清
水
赤
十
字
病
院
〉に

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
人
命
を
救
う
た
め
、
で
き
る
限
り
感
染
防
止

に
努
め
な
が
ら
一
次
救
命
処
置
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
基
本
的

な
指
針
を
お
伝
え
し
ま
す
。
心
肺
蘇
生
で
は
エ
ア
ロ
ゾ
ル
を
発

生
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
す
べ
て
の
心
停
止
傷
病
者
に

感
染
の
疑
い
が
あ
る
も
の
と
し
て
対
応
し
ま
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
は
、
傷
病
者
に
顔
を
近
づ
け
す
ぎ
な
い
こ
と
、
人

工
呼
吸
が
で
き
る
場
合
で
も
成
人
に
は
行
わ
な
い
こ
と
で
す
。

万
が
一
の
事
態
に
遭
遇
し
て
も
、
以
上
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
落

ち
着
い
て
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

傷
病
者
と
救
助
者
、
す
べ
て
の
人
に

「
感
染
防
止
」対
策
を
！

も
し
も
の
と
き
は
!?  

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
一
次
救
命
処
置

救急隊に引き継いだあとは、速やかにせっけんと流水で手と顔を十分に洗います。傷病者の鼻と
口にかぶせたハンカチやタオルなどは、直接触れないようにして廃棄するのが望ましいです。

胸骨圧迫
胸が約 5cm 沈
む程度の強さで、
1分間に100～
120回のテンポ
で押します

Distance

呼吸の確認
胸と腹部の動き
を見て、呼吸の
確認をします

（10 秒以内）

傷病者の顔と救
助者の顔があま
り近づきすぎな
いように

ハンカチやタオ
ルなどがあれば、
傷病者の鼻と口
にかぶせる

人工呼吸は行わない

point

case :   3 area :   日本 x世界 support :   WEB国際交流

GLOBAL

　

日
本
赤
十
字
社
の
青
少
年
赤
十
字
事

業
で
は
、
国
際
理
解
・
親
善
を
深
め
る

活
動
と
し
て
、
日
本
の
青
少
年
赤
十
字
高

校
生
メ
ン
バ
ー
と
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
姉
妹

社
の
ユ
ー
ス
が
参
加
す
る
国
際
交
流
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
を

受
け
史
上
初
め
て
の
W
E
B
開
催
と
な

り
、
11
月
15
日（
日
）に
実
施
し
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
各
都
道
府
県
や
各
国

の
文
化
紹
介
、
青
少
年
赤
十
字
の
活
動
の

紹
介
、
赤
十
字
○
×
ク
イ
ズ
や
、
ガ
イ
ド

「
３
つ
の
顔
」（
14
・
15
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く

紹
介
し
て
い
ま
す
）を
も
と
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
ど
の
よ
う
に

向
き
合
う
か
、
ま
た
そ
れ
に
付
随
す
る

偏
見
や
差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
等
の
意
見
交
換
を
行
い
、

今
後
の
活
動
を
考
え
ま
し
た
。

50
年
の
歴
史
上
初
の
W
E
B
国
際
交

流
集
会
を
実
施
。
日
本
と
17
の
姉
妹

社
か
ら
5
0
0
人
以
上
が
参
加

も
呼
び
掛
け
、
医
療
チ
ー
ム
を
結
成
し
ま

し
た
。「
障
害
の
あ
る
方
の
入
院
は
、
多

く
の
ス
ト
レ
ス
を
与
え
、
状
態
を
悪
化
さ

せ
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
園
内
で

コ
ロ
ナ
を
抑
え
込
み
、
命
を
守
ら
な
く
て

は
い
け
な
い
。
赤
十
字
に
は『
全
て
は
被

災
者
の
た
め
に
』と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が

あ
り
ま
す
が
、
向
陽
園
で
の
医
療
活
動
は

自
分
た
ち
が
や
る
べ
き
仕
事
、
と
感
じ
ま

し
た
」
と
荒
川
院
長
。

　

向
陽
園
で
の
活
動
は
４
月
29
日
か
ら
５

月
31
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
医
師
・
看

護
師
が
入
所
者
一
人
ひ
と
り
に
往
診
を
行

い
、
常
に
２
人
の
看
護
師
が
２
泊
３
日
交

代
で
活
動
を
継
続
。
発
熱
が
あ
れ
ば
即
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
、
薬
剤
師
の
管
理
の

も
と
薬
を
処
方
。
入
所
者
約
50
人
の
デ
ー

タ
を
電
子
カ
ル
テ
に
登
録
し
、
新
た
な
発

生
に
も
備
え
ま
し
た
。

各国・各都道府県での青少年赤
十字活動について発表するほ
か、赤十字に関する○ ×クイズ
でコミュニケーションを図るな
ど、オンライン上でも活発な交
流が行われた

日本と17の姉妹社から500人以上が参加

入所者の部屋を回って往診する日赤の医療チーム

知
的
障
害
者
施
設
の

ク
ラ
ス
タ
ー
を
食
い
止
め
ろ
！

support :   医療活動

コ
ロ
ナ
禍
で
の
各
地
の
赤
十
字
活
動

※厚生労働省「新型コロナウイルス感染症の流行を踏まえた市民による救急蘇生法について（指針）」（2020年 5月）を基に作成していますが、
　新しい知見や感染の広がりなどによって変更される場合があります。また、本記事の内容は「赤十字救急法」の講習内容の変更をお知らせ　
　するものではありません。

　

世
界
を
取
り
巻
く
コ
ロ
ナ
の
現
状
に

つ
い
て
情
報
共
有
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

世
界
の
コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
や
、
偏
見

の
な
い
世
界
を
作
る
た
め
に
青
少
年

が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
交
換

う
に
し
、
正
し
い
情
報
を
得
て
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
情
報
を
伝
え
て
い
く
な
ど
、
S
N
S

と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
も
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
あ
っ
た

た
め
、
い
つ
も
よ
り
多
く
の
方
々
が
国

際
交
流
に
参
加
で
き
、
事
後
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
満
足
度
が
９
割
を
超
え
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
青
少
年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー

か
ら
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
世
界
の

人
々
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

短
い
時
間
で
プ
レ
ゼ
ン
を
準
備
し
、
英

語
で
伝
え
る
の
は
と
て
も
い
い
経
験
に

な
っ
た
」「
コ
ロ
ナ
に
よ
る
偏
見
に
つ
い

て
こ
ん
な
に
も
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
本
当
は
世
界
中
の
誰
も
が
考

え
る
べ
き
問
題
だ
し
、
向
き
合
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
だ
と
感
じ
た
。

今
後
、
自
分
含
め
周
り
の
人
た
ち
と
考
え

る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

う
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

今
後
も
、
日
本
の
青
少
年
赤
十
字
メ
ン

バ
ー
が
赤
十
字
の
世
界
性
を
感
じ
、
国

際
理
解
・
親
善
を
深
め
る
こ
と
を
通
じ

て
赤
十
字
運
動
の
将
来
の
担
い
手
を
育

成
し
て
い
き
ま
す
。

青
少
年
赤
十
字
の

オ
ン
ラ
イ
ン
活
動
を
振
り
返
っ
て

《共通点》
・オンライン授業が行われていたが、最近は生徒を半分に分けて登校（韓国）
・学校での昼食の時間がなく帰宅。学校行事もキャンセル（インドネシア）
・地域では、感染に関する「うわさ話」を聞くようになった（日本）
・学校では「密」にならない生活に神経を使っている（日本）

《相違点》
・内戦が続き、政情が不安定。財政不足等によりコロナ対応がとても難しい
  （ミャンマー）
・マスク着用を義務付けている（インド）
・マスク着用は警察が見守っている（東ティモール）
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